
【
山
城
】
清
水
山
城
館
跡

清
水
山
城
楽
ク
ラ
ブ

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
に
認
定

さ
れ
た
清
水
山
城
館
跡
は
、
饗
庭
野
台

地
に
築
か
れ
た
山
城
で
、
鎌
倉
時
代
か

ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
高
島
郡
中
南
部

を
支
配
し
た
近
江
源
氏
佐
々
木
氏
の
一

族
の
城
郭
で
す
。
山
頂
か
ら
山
腹
に
か

け
て
、
土ど

る
い塁

や
堀ほ

り
き
り切

な
ど
の
防
御
施
設

や
家
臣
団
の
屋
敷
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
規
模
は
、
約
47
ヘ
ク
タ
ー
ル

も
あ
り
ま
す
。

標
高
約
２
１
０
ｍ
に
位
置
す
る
山
城

の
中
心
部
か
ら
は
、
眼
下
に
琵
琶
湖
や

安
曇
川
流
域
一
帯
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
、
こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
圧
巻
で
す
。

中
心
部
か
ら
は
、
常つ

ね
ご
て
ん

御
殿
と
推
定
さ
れ

る
南
北
約
12
ｍ
、
東
西
約
10
ｍ
の
礎そ

せ
き石

建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
瓦
が

出
土
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
檜ひ

わ
だ
ぶ

皮
葺

き
建
物
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
滋
賀
県
で
は
珍
し
い

畝う
ね
じ
ょ
う
か
ら
ぼ
り
ぐ
ん

状
空
堀
群
が
築
か
れ
て
い
る
ほ
か
、

県
下
最
大
級
の
堀
切
や
土
塁
な
ど
厳
重

な
防
御
施
設
が
残
っ
て
い
ま
す
。

山
腹
一
帯
に
は
、
土
塁
や
道
に
よ
っ

て
方
形
に
区
画
さ
れ
た
家
臣
団
の
屋
敷

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
区
画
ご
と
に
井

戸
跡
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
西
屋
敷
と

呼
ば
れ
る
地
区
は
、
中
央
に
幅
10
ｍ
の

大
手
道
が
築
か
れ
て
い
て
、
こ
の
道
に

面
し
て
、
屋
敷
地
跡
が
連
な
り
、
当
時

の
よ
う
す
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
防
御
施
設
や
屋
敷
跡
が

良
好
な
状
態
で
残
っ
て
い
る
清
水
山
城

館
跡
は
、
戦
国
時
代
の
有
力
豪
族
を
知

る
上
で
重
要
な
城
郭
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
16
年
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

校
や
中
学
校
と
連
携
し
て
情
報
発
信
・

普
及
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
堀
切
な

ど
遺
構
を
活
用
し
た
体
験
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
琵
琶
湖
一
周
の
ろ
し
駅
伝
に
参

加
す
る
な
ど
、
活
用
事
業
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

清
水
山
城
楽
ク
ラ
ブ
に
は
、
親
子
で

活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、

ク
ラ
ブ
の
活
動
目
的
で
あ
る
保
全
と
次

世
代
へ
の
継
承
と
い
う
思
い
は
、
将
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
引
き
継
が
れ

て
い
ま
す
。

「
清
水
山
城
楽
ク
ラ
ブ
」
は
、
里
山

に
あ
る
清
水
山
城
館
跡
を
未
来
に
適
切

に
継
承
す
る
た
め
、
そ
の
価
値
を
互
い

に
学
び
合
い
な
が
ら
、
保
全
と
活
用
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
、
今
年

で
11
年
目
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

「
一
人
一
人
が
主
人
公
」、「
仲
間
づ

く
り
を
す
す
め
る
」、「
学
習
２
割
、
楽

し
み
８
割
」「
地
下
遺
構
は
傷
め
な
い
」

な
ど
を
活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

継
続
性
を
念
頭
に
発
展
性
を
視
野
に
入

れ
た
取
り
組
み
を
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。基

本
的
な
活
動
内
容
は
、
清
水
山
城

館
跡
で
の
樹
木
の
整
理
や
下
草
刈
り
な

ど
の
保
全
活
動
で
す
が
、
間
伐
材
を
利

用
し
た
椅
子
づ
く
り
や
落
ち
葉
を
使
っ

た
焼
き
芋
づ
く
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

楽
し
み
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
全
だ
け
で
な
く
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
清
水
山
城
館
跡

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
地
元
の
小
学

礎石建物復元画

畝状空堀群

清水山城楽クラブ
活動のようす

問 観光振興課　 （２５）８０４０
問 文化財課　　 （２５）８５５９
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受
賞
の
経
緯

今
回
、滋
賀
銀
行
の
ご
推
薦
に
よ
り
、

栄
誉
あ
る
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド

を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

滋
賀
銀
行
で
は
、
創
立

85
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、「
湖
国
を
再
発
見
す

る
」
を
テ
ー
マ
に
歴
史
や
文

化
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
地

域
の
方
々
と
共
に
活
動
す
る

〈
地
域
へ
の
感
謝
活
動
〉
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、「
地

域
に
埋
も
れ
た
資
源
に
光
を

当
て
、
そ
の
魅
力
を
県
内
外

の
多
く
の
人
に
届
け
た
い
。」

と
い
う
思
い
と
、「
国
内
だ

け
で
な
く
国
外
に
も
発
信
す

の
山
城
で
あ
る
清
水
山
城
館
跡
と
織し

ょ
く
ほ
う豊

時
代

の
水
城
で
あ
る
大
溝
城
跡
が
、
外
国
人
の

方
々
に
評
価
さ
れ
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア

ワ
ー
ド
２
０
１
９
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
５

月
27
日
に
は
京
都
御
苑
に
お
い
て
、高
島
市
、

滋
賀
銀
行
、
そ
し
て
清
水
山
城
館
跡
の
保
全

と
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
清
水
山
城
楽
ク

ラ
ブ
、
大
溝
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
大
溝
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
表
彰
式
に
出
席
し
、
認
定
書
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
に
認
定
さ

れ
た
作
品
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
台
湾
の

展
示
会
場
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

清
水
山
城
館
跡
と
大
溝
城
跡
が
世
界
に
広

く
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
客
促
進
に
も
効
果
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う
熱
意
の
も
と
、
滋

賀
県
の
歴
史
遺
産
や
伝
統
文
化
を
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
５
月
10
日
に
「
近
江
湖
西
の

山
城
と
水
城
」
と
い
う
名
称
で
、
戦
国
時
代

清水山城館跡除草・清掃作業

滋賀銀行の地域への感謝活動
（のろし駅伝参加）

クールジャパン
アワードとは…

クールジャパンアワードは、世界
各国の外国人審査員により、外国人
目線で客観的に「かっこいい」、「日
本らしい」と認められたものだけを
クールジャパンとして認定する制度
です。
主催者は、一般社団法人クール
ジャパン協議会で、日本に埋もれて
いる地域資源（モノ・ヒト・カル
チャーなど）を発掘し、外国人審査
員 100 人により評価が行われます。
2015 年から始まり、２年に１回開
催され、今回で３回目を迎えます。
これまで全国で 44作品が認定され
ており、2019 年は、推薦があった
307 作品の中から新たに 53作品が
認定されました。清水山城館跡と大
溝城跡もそのうちの一つに名を連ね
ることになりました。
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清
水
山
城
館
跡
と
併
せ
て
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
ア
ワ
ー
ド
に
認
定
さ
れ
た
大

溝
城
跡
は
、
選
定
名
称
の
「
近
江
湖
西

の
山
城
と
水
城
」
の
う
ち
の
「
水
城
」

を
示
す
城
跡
で
す
。

大
溝
城
は
、
天
正
６
年
（
１
５
７
８

年
）
に
、
天
下
統
一
を
目
指
す
織
田
信

長
が
、
琵
琶
湖
掌
握
を
目
的
と
し
て
、

甥
の
信
澄
に
造
ら
せ
た
城
郭
で
、
設
計

は
智
将
と
し
て
知
ら
れ
た
明
智
光
秀
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
隣
接
す
る
内

湖
・
乙
女
ヶ
池
の
水
を
巧
み
に
濠
に
取

り
込
ん
だ
水
城
と
し
て
の
構
造
は
、
琵

琶
湖
周
辺
に
築
か
れ
た
安
土
城
、
長
浜

城
、
坂
本
城
に
も
共
通
し
ま
す
が
、
現

在
ま
で
そ
の
面
影
を
実
際
に
伝
え
る
の

は
、
こ
の
大
溝
城
跡
の
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
城
跡
に
は
、
天
守

台
の
石
垣
が
残
さ
れ
、
そ

の
周
辺
か
ら
は
天
正
期
の

軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近

年
は
本
丸
部
分
の
発
掘
調

査
が
進
み
、
本
丸
を
囲
む

石
垣
や
、
本
丸
と
二
の
丸

を
結
ぶ
土
橋
の
遺
構
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
溝
の
水
辺
景
観
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
は
、
こ
の
貴

重
な
城
跡
を
守
り
、
見
学

者
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

大
溝
城
跡
や
乙
女
ヶ
池
を

い
か
し
た
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

【
水
城
】
大
溝
城
跡

大
溝
の
水
辺
景
観

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

大
溝
城
跡
と
そ
の
城
下
町
が
広
が
る

一
帯
は
、
平
成
27
年
に
「
大
溝
の
水
辺

景
観
」
と
し
て
、
国
の
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。「
大
溝
の
水

辺
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、
景

観
や
文
化
財
を
い
か
し
た
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
は
、「
大
溝
ま
ち
並
み
案
内

処
・
総
門
」
の
運
営
や
、
水
辺
の
ガ
イ

ド
に
よ
る
地
域
案
内
、
空
き
家
活
用
の

提
案
な
ど
、幅
広
い
活
動
に
取
り
組
み
、

大
溝
の
地
を
訪
れ
る
来
訪
者
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
お
も
て
な
し
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
地
域
住
民
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
熱
心
に
進
め
て
お
ら
れ

ま
す
。

大溝城石垣

総門

水辺のガイド大溝城跡の周辺草刈り作業

特集　クールジャパンアワード２０１９受賞

令和元年度の住民税（均等割）が課税されてい
ない方（生計を一にする配偶者、住民税が課税
されている方に扶養されている方、生活保護の
受給者などは除きます。）

購入対象者の方へ個別に申請書を送付します。
申請書に必要事項を記入して提出してくださ
い。（返信用封筒）
※申請期間：11 月 30 日（土）まで

申請は不要です。

使用期限

商品券の販売販売価格

プレミアム付
商品券

取扱店募集

平成 28 年４月２日から令和元年９月 30 日ま
でに生まれた子どもがいる世帯の世帯主

購入することができる方 ※①と②の両方対象の方は両方の条件で購入可能

①非課税者分 ②子育て世帯分

○額面５００円× 10 枚綴り（５千円分）の商
品券を、１冊４千円で販売

①非課税者は、一人につき５冊（２万５千円分）
　まで購入可能
② 子育て世帯は、対象児童一人につき５冊
（２万５千円）まで購入可能

▼応募資格
　高島市内に店舗を有する事業所
▼募集期間
　８月１日（木）から 30 日（金）まで
　※店舗が複数ある場合は、それぞれの店舗
　　ごとに申し込みをしてください。
▼申込手数料
　無料（取扱店の負担はありません）

▼申込先
　高島市商工会（安曇川町田中 89）
　※高島市商工会の会員以外の方も、お申し
　　込みいただけます。
▼申込書配布場所
　高島市商工会、高島市役所商工振興課
▼お問い合わせ
　高島市商工会　 （３２）１５８０

10 月から販売される、プレミアム付商品券の取扱店
を募集します。市民の皆さんが使いやすい環境を整え
るために、たくさんのご応募をお待ちしています。

○販売期間
10 月１日（火）から令和２年１月 31 日（金）まで

○販売場所
安曇川公民館、市役所本庁、各支所（安曇川支所を除く）

○令和２年２月 29 日（土）まで

※購入引換券は、申請書提出後９月下旬以降に発送します。 ※購入引換券は、９月下旬以降に発送します。

10 月に予定されている消費税率引き上げによる、低所得者や子育て世
帯への消費に与える影響を緩和すること、また、地域における消費の喚起・
負担を軽減することを目的に、「プレミアム付商品券」を販売します。

！

問社会福祉課　 （２５）８１２０

「プレミアム付商品券」を販売します

あなたは対象者？
確認するにゃん！

カクニャン

2019. ８月号5 2019. ８月号 4

お知らせ拡大版


